
　資産について、流動資産は、生産期間が長期にわたり

未成工事支出金が巨額となるため構成比は高く、また、

建設業は移動産業であるため固定的な設備が少なく、固

定資産は比較的少ない。負債について、流動負債は請負

金額の前受の慣習があることにより未成工事受入金が巨

額となるため構成比は高く、固定負債の構成比は相対的

に少なくなる。資本について、特に重要な資金源泉であ

る資本金の構成比は他産業に比べて低く、財務的基盤の

弱さを示している。

　収益・費用の構成の特徴について、売上原価の構成比

が高く、中でも建設業は下請制度に依存することが多い

ため外注費の構成比が高い。販売費及び一般管理費につ

いては、建設業は卸売・小売業のように販売を専業とし

ていないため少なく、中でも固定的な設備が少ないため

減価償却費が少ない。また、社債や長期借入金等の固定

負債が少ないことに関連して、財務費用である支払利息

が少ないという特徴がある。
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